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水に与える長期の影響を明らか

にすることを目的とした。2回の異なる年の調査で、渓流水の硝酸態窒素 (N03-)濃度と林齢

の関係はほぼ閉じで、あった。すなわち、渓流水の N03一濃度は皆伐後急激に上昇し、皆伐直後

の植栽から 7-10年後には低下した。 2つの調査年の間で、同じ林齢の人工林からなる異な

る集水域どうしの N03-濃度の関係はほぼ 1:1で、あった(図 2)。加えて、渓流水の N03濃度は、

同じ集水域間の 2度の測定年より、同じ林齢の人工林からなる異なる集水域どうしの方が強

い正の相関がみられた。これらのことから、渓流水の N03-濃度は、集水域固有の特性による

以上に、植生の回復などを示す林齢によって規定されていることが示唆された。すなわち、

隣接する集水域は林齢を除いて生物的に類似であり、この集水域群はクロノシーケンスとみ

なすことができると考えられた。渓流水のN03濃度と林齢の間には明瞭な関係がみられたが、

渓流水の SO/-• Ca2+・Mg2+• C1-• Na+濃度は「司じ林齢の森林からなる集水域間より、同じ集水

域の異なる観測年問、つまり林齢が異なる同じ集水域で、の関係が強かった。このことは、渓

流水の SO/-• Ca2+・Mg2+・C1 ・Na+濃度は、植生の回復などの生物的要因よりも、集水域固有

の特性によって決定されていることを示している。皆伐後 25年以上たつと、渓流水の Ca2+ • 

Mg2+ • Na+濃度は有意に上昇した。林分の発達に伴って、林床に有機物が蓄積することが寄与

していると考えられる。これらの結果から、皆伐が渓流水の化学性に与える影響は、 N03-濃度
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この調査地では皆伐の影響は数十年継続することがだけでなく 、主要なカチオンにも及び、

明らかになった。
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異なる 2年間の測定における物質濃度の関係。(a)N03'，(b)Ca
2， (c)Mg2+， 

(d)sol'， (e)cr， (f)Na+， (g)K+ 0と点線は同じ集水域の異なる測定年の関係。黒丸と
実線は同じ林齢の異なる集水域間の関係を示す。点線、実線ともに pく0.05で有意

である。

図 2

関連する業績
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